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長潰町投場

身
体
障
害
者
の
更
生
援
護

二 』ゐへ

身
体
障
害
者
福
祉
法
が
施
行
(
昭
和
二
十
五
年
四
月
一

日
)
さ
れ
て
か
ら
満
五
年
に
な
り
ま
す
。

こ
の
法
律
は
制
定
後
昭
和
二
十
九
年
迄
に
一
再
三
改
正
さ

れ
障
害
範
閣
の
拡
大
、
十
八
才
未
満
の
児
童
へ
の
身
体
障

害
者
手
帳
の
交
付
、
更
生
医
療
の
給
付
等
漸
次
障
害
者
に

対
す
る
援
護
の
措
置
が
強
化
さ
れ
て
参
り
ま
し
た
。
然
し

乍
ら
未
だ
法
律
が
末
端
ま
で
周
知
さ
れ
て
お
ら
ぬ
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
現
在
の
更
生
援
護
に
つ
い
て

概
要
を
お
知
ら
せ
し
障
害
者
の
方
の
御
協
力
を
お
願
ひ
致

し
ま
す
。

任

争
1 主、 0'" 町一三二 一、 4

案

開
閉
保
全
時
賓
施
案

般
曾
討
追
加
藤

便の

長
浜
町
第
四
固
定
例
町
議
会
は
十
二
月
十
九
日
町
役

場
会
議
室
で
開
か
れ
た
。

今
回
の
議
題
に
は
、
合
併
以
来
問
題
と
さ
れ
て
い
た

町
機
構
改
革
、
即
ち
町
職
員
一
定
数
条
例
の
改
正
、
、
国
民

健
康
保
険
事
業
の
全
町
実
施
に
よ
る
重
要
議
案
が
上
程

さ
れ
た
が
、
い
づ
れ
も
原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。

雪量f

町(毎月一回発粁1L

地
方

法
の
改
正
に

同
一
[

nu 
n
h
 

問

。

町

民

税

に

つ

い

て

年
、
一
一
、
今
ま
で
申
告
制
度
で
あ
り

閣
一
ま
し
た
が
今
度
か
ら
町
長
が
必

持
一
要
と
認
め
る
も
の
に
つ
い
て
の

日
一
み
提
出
し
て
い
た
Y
く
こ
と
に

?
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
所
得
の

一
決
定
に
つ
い
て
は
矢
張
り
従
前

、
づ
一
の
よ
う
に
話
し
合
い
を
し
、
出

十
、
一
来
る
限
り
納
得
し
て
い
た
ど
い

て
課
税
す
る
方
法
は
続
け
て
行

ぎ
た
い
と
存
じ
ま
す
。
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賓
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月
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え
一
『
現
在
の
国
民
健
康
保
険
は
市
町
一
国
保
の
会
計
一
療
養
の
給
付

へ
一
た
の
任
怠
設
立
義
務
加
入
の
方
一
国
保
の
会
計
は
一
般
会
計
と
切
一
療
養
の
給
付
は
町
が
契
約
し
て

一
司
法
が
取
ら
れ
て
居
ま
す
。
政
府
一
離
し
て
特
別
会
計
で
経
理
せ
ら
一
居
る
お
医
者
さ
ん
へ
行
っ
て
受

一
で
は
次
期
国
会
に
こ
れ
を
強
制
一
れ
ま
ず
か
ら
国
保
に
つ
い
て
の
一
診
証
を
出
せ
ば
現
金
を
出
さ
な

一
設
立
義
務
加
入
と
す
る
様
改
正
一
山
入
を
他
の
事
実
に
使
は
れ
る
一
い
で
診
察
治
療
投
薬
入
院
等
の

一
案
を
計
画
中
で
あ
る
と
聞
き
ま
一
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
給
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
長
浜

首
ノ
一
す
が
、
当
長
浜
町
で
は
こ
れ
よ
一
国
保
の
運
営
に
必
要
ぽ
吋
ぎ
は
一
町
の
国
保
は
愛
媛
県
の
医
師
会

一
り
一
足
早
〈
明
年
一
月
一
日
か
一
国
の
保
助
金
、
県
の
補
川
女
、
一
と
契
約
を
し
て
居
ま
す
の
で
県

一
ら
全
地
区
に
国
保
ヤ
一
実
施
す
る
二
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
、
田
市
一
医
師
会
員
で
あ
る
お
医
者
さ

一
運
び
と
な
り
ま
し
た
の
で
其
の
一
険
税
等
に
よ
っ
て
賄
ば
れ
ま
す
一
ん
全
部
、
県
内
の
公
立
病
院
、

?
'
一
内
容
を
充
分
理
解
し
完
全
に
利
一
が
こ
の
補
助
金
等
の
交
付
基
準
一
診
療
所
が
全
部
療
養
担
当
者
と

備
品
一
周
し
て
頂
く
と
同
時
に
其
の
運
一
は
次
の
通
り
と
な
り
ま
す
。
一
な
っ
て
居
ま
す
。

一
営
に
つ
い
て
も
宮
内
全
の
御
協
力
一
国
の
補
助
金
一
受
診
読
は
一
月
三
凶
か
ら
使
用

一
を
御
願
い
致
し
度
い
と
存
じ
ま
一
事
務
費
の
全
額
、
療
養
給
付
費
一
出
来
る
様
各
家
庭
へ
配
付
さ
れ

一

す

。

明

日

f

一
の
二
割
、
保
健
婦
設
置
費
の
三
一
ま
す
が
こ
れ
は
現
金
に
か
わ
る

一
国
保
の
事
業

v

一

分

の

一

一

大

切

な

も

の

で

す

か

ら

粉

失

し

の
一
被
保
健
者
の
傷
病
に
つ
い
て
療
一
県
の
補
助
金
一
た
り
破
損
し
な
い
よ
う
保
管
し

一
品
交
(
診
察
、
投
薬
、
治
療
材
料
一
療
養
給
付
費
の
約
二
労
程
度
こ
一
て
下
さ
い
。

一
の
支
給
申
入
院
)
の
給
付
を
す
一
れ
は
県
の
義
務
負
担
で
は
な
い
一
特
別
な
事
情
が
あ
っ
て
県
外
の

一
る
。
給
付
の
率
は
五
割
で
す
。
一
か
ら
其
年
の
県
の
都
合
で
多
少
一
医
師
又
は
病
院
等
で
療
養
す
る

一
赤
ち
ゃ
ん
が
生
れ
た
時
助
産
費
一
の
異
動
は
あ
り
ま
す
。
一
一
場
合
は
受
診
誌
は
使
え
ま
せ
ん

rT
一
を
支
給
す
る
。
金
額
は
五
百
円
一
一
般
会
計
繰
入
金
一
か
ら
全
額
を
支
払
っ
て
帰
り
役

自
一
保
健
婦
を
置
い
て
営
養
の
改
善
一
こ
れ
も
町
村
の
義
務
州
経
費
で
一
号
へ
領
攻
琶
を
出
せ
ば
実
費
(

一
指
導
、
妊
産
婦
の
健
康
相
談
、
一
は
有
り
ま
せ
ん
か
ら
町
の
予
算
一
国
民
健
康
保
険
診
療
報
酬
審
査

一
育
児
指
導
其
の
他
町
民
の
健
康
一
の
都
合
で
多
少
の
相
違
は
あ
り
一
会
の
査
定
し
た
額
)
の
半
額
を

一
鴨
持
に
必
要
な
仕
事
を
す
る
。
一
ま
す
が
本
年
度
は
被
保
険
者
二
現
金
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

一
宮
上
が
現
在
計
画
し
て
居
る
事
一
人
当
り
百
参
拾
円
と
な
っ
て
居
一
医
療
費
の
支
払
方
法

h

，
業
の
内
容
で
す
が
こ
の
外
に
も
一
り
ま
す
。
一
こ
の
様
に
し
て
受
診
証
を
使
つ

桁

一

種

々

な

仕

事

を

実

施

す

る

こ

と

一

保

険

税

一

て

医

療

を

受

け

る

と

医

師

か

ら

発
一
が
出
来
ま
す
。
一
療
養
給
付
見
込
額
の
約
三
一
O
M
m
一
県
の
審
杏
委
員
会
に
請
求
書
を

回

7
4
8
1
4
h
1
4
9
1
1
1
4
1
4
9
4
+
1
1
4
9
4
1
4
A
4

一

5

一
窪
喜
代
街
、
松
本
筆
犬
、
藤
淵

間

一

盛

曾

で

移

る

一

一

嘉

明

、

都

田

勇

夫

、

谷

本

満

、

伸
一

J
h
:
b
f
f
色
曲
目
F

i

A

3

F

-

松

田

源

四

郎

、

権

回

玉

害

、

岡

一

曲

一

両

」

明

1
先
陣
吐
端
的
問

3
E
河
内
リ
品
副
司
一
回
信
街
、
西
山
霊
口
、
京
本
日
平

日

一

回

底

ふ

中

↓

戸

一

議

事

E

悶

コ

醤
rz

一

一

f
j
1
4
8
n
:
j
p
e
-
-
一一
-
=
1
1

一
馬
、
田
中
忠
登
志
、
岡
田
湾
衛

n
U
E

一

2
一

一

町

一

東

繁

栄

月
一
去
る
十
日
よ
り
三
日
間
に
豆
一
口
聞
を
多
数
御
出
口
問
下
さ
い
ま
す
一

四
一
り
開
催
致
し
ま
し
た
一
事
を
今
よ
り
御
願
い
し
て
置
を
一
歳
菜
の
部
一
等

年

一

品

評

会

も

、

幸

泥

好

天

候

に

恵

一

ま

す

。

一

窪

弥

一

、

小

野

芸

術

、

窪

昭

一
ま
れ
盛
会
裡
に
終
了
致
し
ま
し
一
賞
品
授
与
式
は
県
改
良
課
長
を
一
一
、
菊
地
豊
三
郎

一

ヒ

一

始

め

多

数

来

賓

出

席

の

上

挙

行

一

果

樹

之

部

(

一

等

)

昭
一
六
最
も
心
配
致
し
て
お
り
ま
し
一
さ
れ
ま
し
た
o

入
賞
者
は
次
の
一
一
宮
虎
之
進
、
深
弁
一
真

一
た
出
品
点
数
の
確
保
に
つ
い
て
一
通
り
で
あ
り
ま
す
。
一
津
田
利
広
、
松
岡
寛
一
、
松
岡

一

一

寺

雪

一

武

半

治

一
も
皆
様
の
絶
大
な
る
御
協
ガ
に
一
ヰ
玄
長
津
田
利
広
(
喜
多
灘
)
一
加
工
品
之
部

一

り

相

当

数

の

出

品

を

得

ま

し

一

口

日

一

二

一

一

混

イ

岡

田

久

太

良

(

尉

)

一

一

等

山

下

貞

八

、

橋

間

宗

太

(
一
た
事
を
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
本
一

j

一

E

d

一

牛

努

窪

喜

代

衛

(

白

滝

二

郎

紙
を
通
じ
厚
く
御
礼
申
上
げ
ま
一
壱
等
穀
物
之
部
一
二
等

す
。
明
年
も
本
年
よ
り
、
良
き
一
城
戸
弥
左
衛
門
、
東
一
己
、
二
ニ
等

水
沼
健
吉
外
五
六
名

後
藤
忠
雄
外
一
七
七
名

t

-

1

i

f

 

"一守

送
付
し
審
査
を
終
は
り
請
求
に

誤
り
の
な
い
事
を
確
め
て
町
役

場
へ
回
送
さ
れ
ま
す
。
町
で
は

こ
の
請
求
書
に
基
い
て
医
師
へ

料
金
を
支
払
い
を
し
た
後
で
其

の
半
額
を
一
部
負
担
金
と
し
て

納
め
て
頂
く
様
療
養
を
受
け
た

被
保
険
者
の
世
帯
主
に
通
知
を

出
し
ま
す
。
と
の
通
知
を
受
け

た
世
帯
主
は
指
定
の
納
期
限
ま

で
に
其
の
金
額
を
役
場
へ
納
め

て
頂
く
事
に
な
り
ま
す
。
こ
の

様
に
料
金
後
払
の
制
度
に
な
っ

て
居
り
ま
ず
か
ら
医
師
に
か
L

っ
て
三
ヶ
月
目
、
例
え
ば
〕
同
月

に
医
師
に
か
L

っ
た
一
部
負
担

金
は
三
月
末
に
支
払
っ
て
頂
く

訳
で
あ
り
ま
す
。

保
険
税

保
険
税
は
前
に
も
述
べ
た
通
り

療
養
給
付
費
の
約
三
割
に
当
る

金
額
で
す
。
世
帯
主
に
対
し
て

課
す
る
税
額
は
世
帯
主
及
び
そ

の
世
帯
に
属
す
る
国
民
健
康
保

険
の
被
保
険
者
に
つ
き
算
定
し

た
所
得
割
額
及
び
資
産
割
額
並

び
に
被
保
険
者
均
等
割
額
世
帯

別
の
平
等
割
額
の
合
計
額
と
な

っ
て
居
ま
す
が
そ
の
各
々
の
割

合
は
次
の
通
り
で
す
。

均
等
割
五
割
世
帯
別
平
等
割
二

割
被
保
険
者
平
等
割
三
割
応
能

割
五
割
所
得
割
二
割
五
分
資
産

割
二
割
五
分

こ
れ
を
本
年
度
の
計
蓄
に
あ
て

は
め
て
見
ま
す
と
次
の
通
り
と

な
り
ま
す
。

世
帯
別
平
等
割
四
二

O
円

被
保
険
者
頭
割
一
四
二
円

所
得
割
額
と
一
割
セ
庫
一
ニ
毛

資

産

割

二

割

二

分

六

厘

(
計
書
で
す
か
ら
僅
少
な
異
同

は
あ
る
と
思
は
れ
ま
す
)

こ
れ
を
五
人
家
侠
で
町
民
税
の

所
得
割
額
二

0
0
0円
、
調
定

資
産
の
土
地
家
屋
分
の
税
額
一

0
0
0円
を
納
め
る
世
帯
を
例

に
取
れ
ば

日
2
9
3
X
0
・
8
3
十
回
・
0
3
3

X
0
・
問
問
。
+
区
日
一
」
×
明
+
A
H
8
3

で
と
の
合
計
額
一
九
七
一
円
が

こ
の
世
帯
の
年
間
保
険
税
額
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
を
十
二
回
に

分
納
す
る
訳
で
す
。

他
の
社
会
保
険
か
ら
五
割
の

家
校
給
付
よ
そ
受
け
る
被
保
体
明
者

の
税
金
は
次
の
方
法
に
よ
り
賦

課
さ
れ
ま
す
。

前
例
と
同
一
条
件
の
世
帯
で
其

世
帯
主
が
他
の
社
会
保
険
の
被

保
険
者
だ
っ
た
場
合
を
例
に
取

り
ま
す
と

(
M
・
8
0
i
閉め
δ
日
・
8
0
)
×
0
・
ω

O
吋
印
+
(
H
・
8
0
1
印
ゆ
G
H
・
3
0
)

×
0
・
M
M
白
十
(
印
l
H
)
U
L
h
M
Z
+

品
目
0
3
・

4

・
吋
阿
国
五
と
な
り
ま

す又
こ
の
世
帯
の
町
民
税
所
得
割

額
二
千
円
の
内
の
長
男
の
所
得

分
が
五
百
円
あ
り
資
産
税
一
千

円
の
内
同
じ
く
長
男
分
が
三
百

ir-ifi、「
hr

円
あ
っ
て
こ
の
長
男
も
他
の
共

済
組
合
の
組
合
員
で
あ
る
か
又

は
他
の
健
康
保
険
の
被
保
険
者

で
あ
っ
た
場
合
は
次
の
還
り
に

な
り
ま
す
。

〔
(
日
‘
3
9
1
1
'
S
9
3
)
l
A
F
Jゆ
S

H問。
s
x
o
ω
ミ
∞
い
凶
品
目
耳
〉

・
ヨ
論
盤
強

門

(
H
・
9
3
3
1
8
9
Z
)
l
i
H
J句
。

3
0〕

X
0
・
日
間
白
ド
コ
∞
羽
田
・
・

域
防
盟

E
M
Z
X
(
印
l
M
)
い
諮
問
3
0

(
〉
)
+
(
切
)
+
(
の
)
+
A
H
M
O
Z

H
4
・
2
E
Z

前
の
場
合
は
世
帯
主
一
人
保
険

か
ら
除
か
れ
る
事
乙
よ
っ
て
一

般
よ
り
二
四
九
円
減
額
さ
れ
る

事
に
な
り
後
の
場
合
は
世
帯
主

と
長
男
が
保
険
か
ら
徐
か
れ
る

事
に
よ
っ
て
四
二
一
円
減
額
さ

れ
る
事
に
な
り
ま
す
。

運
営
協
議
会

電
民
健
康
保
険
の
運
営
に
つ
い

て
種
々
審
議
す
る
機
粛
と
し
て

翠
民
健
康
保
険
運
常
協
議
会
が

設
置
せ
ら
れ
ま
す
。
若
し
国
保

の
運
品
川
口
や
保
険
税
等
に
つ
い
て

不
満
が
あ
っ
た
り
怠
見
の
あ
る

場
合
は
こ
の
協
議
会
へ
申
出
る

か
戎
は
可
E
Z

へ
直
援
申
出
ら
れ

L
jば
こ
の
協
議
会
で
審
議
し
町

長
に
そ
の
ま
見
が
-
述
べ
或
は
勧

告
す
る
事
が
也
事
午
ま
ず
。

以
と
で
閣
汁
介
健
寮
保
険
の
内
容

を
一
応
陶
理
科
頂
中
リ
た
事
と
思

い
ま
す
が
関
田
市
川
ソ
浦
助
が
お
り

一
般
会
計
の
喋
入
金
が
待
つ
で

も
保
険
財
政
の
一
部
分
で
大
部

分
に
つ
い
て
は
お
互
被
保
険
者

の
約
め
る
保
険
税
と
+
一
部
負
担
一

金
で
あ
る
訳
で
保
険
を
円
滑
に

運
営
し
充
分
に
利
用
す
る
為
に

は
徴
牧
金
を
納
入
す
る
義
務
を

完
全
に
果
し
て
頂
く
事
が
最
も

大
切
な
事
で
す
。
け
れ
ど
も
災

害
其
他
特
別
の
事
情
で
保
険
税

や
一
部
負
担
金
を
納
め
る
事
が

困
難
な
時
は
役
場
へ
御
相
談
下

さ
れ
ば
徴
牧
を
延
期
し
た
り
減

額
し
た
り
又
は
免
除
さ
れ
る
方

法
も
有
る
訳
で
あ
り
ま
す
。

然
し
納
税
義
務
者
の
怠
慢
に
よ

勺
滞
る
場
合
は
強
制
執
行
に
よ

っ
て
徴
般
せ
ら
れ
ま
す
。
お
互

に
義
務
を
果
し
、
国
保
の
恩
恵

に
浴
し
明
る
く
健
康
な
大
長
浜

町
を
建
設
す
る
様
御
協
カ
願
い

ま
す
。

Z
4
v
-
jぜ
品
吋
w

hv
こ
ご
わ
り

青
島
公
民
一
舘
主
事
紙
本
徳
之

助
民
よ
り
「
川
瀬
村
公
民
舘
に

於
け
る
現
地
研
究
会
に
出
席
し

て
」
と
題
し
寄
稿
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
紙
面
の
都
合
上
掲

載
由
来
得
な
か
っ
た
こ
と
を
深

く
お
わ
び
設
し
ま
す
来
月
新
年

号
に
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

tり

r 

一
コ
、

d

j

η

ι
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ヶ
月
間
ラ
ジ
オ
南
海
、
ラ
ジ

オ
香
川
よ
り
放
送
さ
れ
る
予

定。
ニ
、
開
催
日
及
場
所

来

年

一

月

一

日

よ

り

従

来

支

所

二

月

四

日

午

後

一

時

大

洲

市

釦

で

取

扱

っ

て

い

た

戸

籍

華

街

を

(

放

送

日

二

月

十

九

日

)

本

庁

分

藍

本

庁

で

取

扱

う

こ

と

に

な

り

ま

-

-

2

優
勝
市
町
村
予
想
投
票
?
佐
々
木
堅
三
長
女
久
子

一

日

本

専

売

公

社

高

松

地

方

局

一

色

一

活

し

た

。

従

っ

て

従

来

支

所

で

発

一

主

催

に

て

、

左

記

要

領

に

依

り

一

ィ

ー

の

項

の

優

形

市

町

村

予

想

片

芳

一

城

忠

義

長

男

広

忠

行
し
て
い
た
戸
籍
謄
本
、
抄
本
一
市
町
村
対
抗
歌
く
ら
べ
が
開
催
一
投
票
を
事
前
に
一
般
よ
り
亙
竹
内
作
市
三
男
隆

明

や

身

元

証

明

等

の

戸

籍

関

係

の

一

さ

れ

ま

す

の

で

優

勝

予

想

投

票

一

賞

募

集

し

ま

す

。

石

町

訪

日

開

矧

制

本
年
も
愈
々
終
り
に
近
づ
き
一
証
明
類
は
す
べ
て
本
庁
で
発
行
一
に
多
数
応
募
咋
己
れ
ま
す
様
御
知
一
ロ
応
募
方
法
一
は
、
た
ば
こ
の
空
一
一
奥
野
幸
徳
長
男
隆
俊

昭
和
三
十
一
年
の
元
旦
を
数
日
一
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
と
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
一
箱
(
パ
ー
ペ
光
、
富
士
の
十
池
浦
秋
田
刀
長
男
雅
一

に

し

て

迎

え

る

わ

け

で

あ

り

ま

一

所

管

内

に

居

住

さ

れ

る

方

に

は

一

記

一

他

小

箱

)

裏

面

に

住

所

氏

名

一

一

川

井

豆

長

男

茂

海

す
が
、
今
回
長
浜
公
民
館
で
は
一
少
か
ら
ぬ
御
不
便
を
感
ぜ
ら
れ
て
、
目
的
一
そ
れ
に
優
賞
市
町
村
名
(
犬
十
福
岡
正
員
二
男
登
美
一

新
生
汚
運
動
の
一
環
と
し
て
、
一
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
町
当
局
一
四
日
時
都
は
い
時
一
洲
市
、
長
浜
吋
内
子
町
、
石
川
耳
目
問
問
耕
一

堂
前
一
行
わ
れ
て
い
た
年
始
の
儀
一
と
し
て
も
な
る
べ
く
こ
の
御
不
一
村
た
ば
こ
消
費
税
の
増
強
を
一
五
十
崎
町
、
小
田
町
、
肱
川
一
高
橋
一
犬
四
男
正
夫
一
同

礼
的
な
回
礼
を
廃
止
し
左
記
に
'
一
便
を
か
け
な
い
よ
う
に
す
る
た
一
計
り
各
た
ば
こ
愛
好
家
に
感
一
村
、
川
辺
一
村
)
を
記
入
し
て
一
水
沼
守
夫
二
男
澄
怠
一

よ
り
、
希
望
者
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